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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第55期

第１四半期
連結累計期間

第56期
第１四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

営業収益 (千円) 2,941,461 3,431,765 14,300,890

経常利益または経常損失(△) (千円) △9,464 87,821 244,801

四半期(当期)純利益
または四半期純損失(△)

(千円) △6,007 32,304 116,915

四半期包括利益または包括利益 (千円) △1,087 64,927 161,002

純資産額 (千円) 4,492,178 4,564,933 4,536,988

総資産額 (千円) 14,601,924 17,292,254 17,397,611

１株当たり四半期(当期)
純利益金額
または四半期純損失金額(△)

(円) △1.27 6.82 24.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 6.79 24.60

自己資本比率 (％) 29.8 25.4 25.1
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．第55期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 連結経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率の引上げに伴なう個人消費の減速感はあったものの、

企業収益の改善や設備投資の増加、また、雇用・所得環境の持ち直しも見られ、緩やかな景気回復基調で推移しまし

た。

このような経営環境のなかで当社グループは、顧客ニーズに対応したソリューション型の営業活動及びＣＳ（顧客

満足）活動を推進し、継続した３ＰＬ（企業物流の包括的受託）事業案件やアウトソーシング案件の獲得と原価低減

努力を推し進めてまいりました。また、４月には乗用車販売事業において埼玉県狭山市に中古車販売専門店「オート

テラス狭山中央店」が新規オープンし、５月には太陽光発電事業において宮城県角田市に６拠点目となる太陽光発電

施設が運転を開始しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は、消費税率の引上げによる反動の影響はあったものの、倉庫事

業、乗用車販売事業及び太陽光発電事業において前連結会計年度に新設しました営業倉庫、新車販売店、太陽光発電

施設等の収益が寄与し、3,431百万円（対前年同四半期比116.7％）となりました。利益面におきましては、増収効果

と原価低減努力等により、営業利益は53百万円（前年同期は32百万円の損失）、経常利益は、持分法による投資損失

の計上がありましたが、太陽光発電施設の補助金収入等を計上したことにより、87百万円（前年同期は9百万円の損

失）、四半期純利益は、32百万円（前年同期は6百万円の損失）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

①　運送事業

運送事業につきましては、日用品・医薬品等の輸送量が増加したものの、消費税引上げによる反動の影響で、

農業機械、建設関連貨物等の輸送量が減少したことにより、営業収益は1,063百万円（対前年同四半期比

95.0％）となりました。営業利益は、デジタル式運行記録計の導入による燃費向上などの原価低減努力により、

２百万円（前年同四半期は０百万円の損失）となりました。
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②　倉庫事業

倉庫事業につきましては、食品、日用品・医薬品等の取扱高が増加したことに加え、前連結会計年度に新設し

ました情報管理サービス専用倉庫の収益が寄与し、営業収益は574百万円（対前年同四半期比111.1％）となりま

した。営業利益は、増収効果により、112百万円（対前年同四半期比187.6％）となりました。

③　乗用車販売事業

乗用車販売事業につきましては、新店舗の収益効果と新型車及び軽自動車の販売台数が堅調に推移したことに

加え、車検及び修理等のサービス部門の取扱いも増加し、営業収益は1,644百万円（対前年同四半期比133.8％）

となりました。営業利益は、増収効果により、９百万円（前年同期は10百万円の損失）となりました。

④　金融事業

金融事業につきましては、リースアップ物件の増加及び貸付金回収による利息収入の減少により、営業収益は

22百万円（対前年同四半期比88.7％）となりました。営業利益は、減収の影響により、１百万円（対前年同四半

期比88.1％）となりました。

⑤　その他の事業

その他の事業につきましては、不動産事業及び葬祭事業において取扱いが増加し、また、太陽光発電事業にお

いては前年同期から新たに発電施設が４拠点稼働したことにより、営業収益は165百万円（対前年同四半期比

204.8％）となりました。営業利益は、増収効果により、17百万円（対前年同四半期比1,776.1％）となりまし

た。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて0.6％減少し、17,292百万円となりまし

た。流動資産は、前連結会計年度末に比べて3.3％減少し、4,994百万円となりました。これは、現金及び預金が

252百万円減少したことなどによります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.5％増加し、12,297百万円とな

りました。これは、長期貸付金が116百万円増加したことなどによります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて1.0％減少し、12,727百万円となりまし

た。流動負債は、前連結会計年度末に比べて3.8％減少し、5,893百万円となりました。これは、支払手形及び営業

未払金が213百万円減少したことなどによります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて1.5％増加し、6,834百

万円となりました。これは、長期借入金が120百万円増加したことなどによります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.6％増加し、4,564百万円となりまし

た。これは、その他有価証券評価差額金が28百万円増加したことなどによります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 21,712,000

計 21,712,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)(平
成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月12日)

上場金融商品取引所
名または登録認可金
融商品取引業協会名

内容

普通株式 5,651,000 5,651,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード)

完全議決権株式であり権利内容
に何ら限定のない当社における
標準となる株式です。
単元株式数は、1,000株です。

計 5,651,000 5,651,000 ―――― ――――
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年４月１日～
平成26年６月30日

― 5,651,000 ― 1,262,736 ― 1,178,496
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

914,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,734,000
4,734 同上

単元未満株式
普通株式

3,000
― 同上

発行済株式総数 5,651,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,734 ―
 

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式406株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

② 【自己株式等】

  平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
センコン物流㈱

宮城県名取市下余田
字中荷672―１

914,000 ― 914,000 16.17

計 ― 914,000 ― 914,000 16.17
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、清和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,512,210 1,260,186

  受取手形及び営業未収入金 1,636,437 1,444,214

  商品 874,320 1,119,537

  貯蔵品 40,450 36,616

  その他 1,141,653 1,178,801

  貸倒引当金 △39,437 △44,897

  流動資産合計 5,165,635 4,994,459

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,052,083 3,988,567

   機械装置及び運搬具（純額） 1,453,797 1,616,736

   土地 4,690,355 4,782,755

   建設仮勘定 212,966 73,062

   その他（純額） 302,874 290,285

   有形固定資産合計 10,712,076 10,751,406

  無形固定資産 70,383 73,104

  投資その他の資産   

   その他 1,496,909 1,520,682

   貸倒引当金 △47,394 △47,398

   投資その他の資産合計 1,449,514 1,473,283

  固定資産合計 12,231,975 12,297,795

 資産合計 17,397,611 17,292,254
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び営業未払金 1,786,272 1,572,563

  短期借入金 1,659,700 1,639,700

  1年内返済予定の長期借入金 1,699,074 1,719,958

  リース債務 39,185 39,061

  未払法人税等 64,997 41,937

  賞与引当金 51,450 96,550

  役員賞与引当金 30,000 -

  災害損失引当金 21,681 21,681

  その他 774,738 761,728

  流動負債合計 6,127,098 5,893,179

 固定負債   

  長期借入金 5,866,840 5,987,188

  リース債務 173,416 164,209

  役員退職慰労引当金 122,742 124,707

  退職給付に係る負債 389,422 382,125

  資産除去債務 53,622 57,924

  その他 127,478 117,986

  固定負債合計 6,733,523 6,834,141

 負債合計 12,860,622 12,727,321

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,262,736 1,262,736

  資本剰余金 1,189,881 1,189,881

  利益剰余金 2,530,966 2,527,746

  自己株式 △603,693 △603,693

  株主資本合計 4,379,890 4,376,670

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 10,582 39,049

  為替換算調整勘定 △2,500 △1,823

  退職給付に係る調整累計額 △17,085 △16,503

  その他の包括利益累計額合計 △9,002 20,722

 新株予約権 38,369 38,286

 少数株主持分 127,730 129,253

 純資産合計 4,536,988 4,564,933

負債純資産合計 17,397,611 17,292,254
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

営業収益 2,941,461 3,431,765

営業原価 2,596,506 2,962,629

営業総利益 344,954 469,136

販売費及び一般管理費 377,151 416,021

営業利益又は営業損失（△） △32,196 53,115

営業外収益   

 受取利息 1,650 4,928

 受取配当金 3,089 3,323

 受取保険金 9,118 -

 投資有価証券売却益 - 34,488

 補助金収入 29,843 60,344

 その他 8,956 5,591

 営業外収益合計 52,659 108,676

営業外費用   

 支払利息 23,279 26,991

 持分法による投資損失 - 37,558

 貸倒引当金繰入額 - 6,750

 その他 6,647 2,670

 営業外費用合計 29,927 73,970

経常利益又は経常損失（△） △9,464 87,821

特別利益   

 固定資産売却益 1,020 3,182

 投資有価証券売却益 5,815 -

 その他 1,105 82

 特別利益合計 7,942 3,265

特別損失   

 固定資産除却損 11,949 1,300

 投資有価証券評価損 - 797

 特別損失合計 11,949 2,097

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△13,471 88,989

法人税、住民税及び事業税 6,854 41,734

法人税等調整額 △13,852 12,053

法人税等合計 △6,998 53,787

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△6,473 35,201

少数株主利益又は少数株主損失（△） △466 2,897

四半期純利益又は四半期純損失（△） △6,007 32,304
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△6,473 35,201

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 4,399 28,467

 繰延ヘッジ損益 51 -

 為替換算調整勘定 935 676

 退職給付に係る調整額 - 581

 その他の包括利益合計 5,386 29,725

四半期包括利益 △1,087 64,927

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △620 62,029

 少数株主に係る四半期包括利益 △466 2,897
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　　該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準とし、割引率の決定方法を、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一

の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　この結果、当第１四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　　　該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 
(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日)

減価償却費 118,284千円 159,702千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 35,530 7.5 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 35,524 7.5 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)２

運送事業 倉庫事業
乗用車
販売事業

金融事業
その他の
事業

計

営業収益         

  外部顧客への営業収益 1,119,383 516,225 1,229,152 1,931 74,768 2,941,461 ─ 2,941,461

  セグメント間の内部
　営業収益または振替高

10 1,080 380 23,999 6,281 31,751 △31,751 ─

計 1,119,393 517,305 1,229,532 25,930 81,050 2,973,212 △31,751 2,941,461

セグメント利益または損失
(△)

△507 59,798 △10,276 1,589 1,001 51,606 △83,803 △32,196
 

(注) １　セグメント利益の調整額△83,803千円は、セグメント間取引消去3,370千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△87,173千円が含まれております。全社費用は、主に親会社の管理部門に係る費用でありま

す。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行なっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)２

運送事業 倉庫事業
乗用車
販売事業

金融事業
その他の
事業

計

営業収益         

  外部顧客への営業収益 1,062,650 563,279 1,642,472 1,072 162,289 3,431,765 ― 3,431,765

  セグメント間の内部
　営業収益または振替高

1,108 11,680 2,484 21,918 3,681 40,872 △40,872 ―

計 1,063,758 574,960 1,644,956 22,991 165,971 3,472,638 △40,872 3,431,765

セグメント利益 2,846 112,170 9,804 1,400 17,787 144,009 △90,894 53,115
 

(注) １　セグメント利益の調整額△90,894千円は、セグメント間取引消去1,383千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△92,277千円が含まれております。全社費用は、主に親会社の管理部門に係る費用でありま

す。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

　なお、当該変更による各報告セグメント利益に及ぼす影響はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額または１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額または
　　四半期純損失金額(△)

△１円27銭 ６円82銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額または
　　四半期純損失金額(△)(千円)

△6,007 32,304

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額または
　　四半期純損失金額(△)(千円)

△6,007 32,304

    普通株式の期中平均株式数(株) 4,737,343 4,736,594

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― ６円79銭

    (算定上の基礎)   

  四半期純利益調整額(千円) ― ―

  普通株式増加数(株) ― 23,119

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月12日

センコン物流株式会社

取締役会  御中

 

清和監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   戸   谷   英   之   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   市   川   裕   之   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセンコン物流株

式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から

平成26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、センコン物流株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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